
高校生活のさまざまな場面を通じて成長しながら
進路をつかむ子どもたちに、保護者はどんな支援ができるでしょうか。
学年別に学校行事と進路行事のモデルスケジュールを作成し、
子どもの成長ポイントと保護者の関わり方をまとめてみました。

取材・文／藤崎雅子　イラスト／加納徳博

教員歴36年。「行き先指導ではなく生き方指導」「家から近い大学ではなく夢から
近い大学」などを大切にした、3年間の体系的な進路指導を実践している。

滋賀県立草津東高校 進路指導課長
堀 浩司先生

保護者には見えにくい高校生活。
モデルスケジュールでさまざまな
成長ポイントのご確認を。特に、
学力の３要素（※）の育成が期待
される行事については、【新学力
UPの視点】を解説しています。

高校卒業後の進路に関わる重
要な選択の機会が、早くも1年
生でやってくることを知っています
か？　保護者も進路決定の流れ
と注意点をおさえて、子どもの主
体的な選択を促していきましょう。

子どもが高校生になると、どこま
で手や口を出してよいか難しさを
感じる保護者は多いもの。保護
者の出番となるタイミングを把握
して、適切な距離感で子どもをサ
ポートしていきたいですね。

※学力の３要素＝知識・技能／思考力・判断力・表現力／主体性・多様性・協働性
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晴
れ
て
高
校
生
と
な
っ
た
わ
が
子
の

姿
に
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
る
保
護

者
は
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
心
身

共
に
高
校
生
ら
し
く
な
る
ま
で
に
は
、

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
入
学
直

後
は
通
学
方
法
や
通
学
時
間
の
変
化
、

人
間
関
係
づ
く
り
、
新
し
い
授
業
へ
の

対
応
な
ど
で
毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト
に
。
帰
宅

し
た
ら
何
も
せ
ず
に
寝
て
ば
か
り
と
い

う
子
ど
も
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
心
配
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
１
学
期
いっ
ぱ
い
は
、
部
活

動
を
辞
め
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

食
事
面
の
サ
ポ
ー
ト
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
て

見
守
って
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
夏
休
み
明

け
は
だ
い
ぶ
体
力
も
付
き
、
生
活
リ
ズ

ム
が
整
う
で
し
ょ
う
」（
堀 

浩
司
先
生
）

　

１
年
秋
は
学
力
が
大
き
く
動
く
時

期
。
１
学
期
は
勉
強
面
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
た
子
ど
も
で
も
、
こ
の
時
期
に

自
宅
学
習
を
含
め
て
し
っ
か
り
し
た
生

活
習
慣
が
で
き
る
こ
と
で
、
大
き
く
成

績
を
伸
ば
す
例
は
多
い
と
言
い
ま
す
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
に
は
、

１
学
期
中
は
新
生
活
に

慣
れ
る
の
を
焦
ら
ず
支
援

進
路
は
絞
り
込
む
よ
り

可
能
性
を
広
げ
る
方
向
で

次年度の文理コースや履
修科目について、現時点
の希望を提出。秋に実施
される再調査で、最終選択
をする。だからといって「と
りあえず」という気持ちで書
くのではなく、興味分野や
希望進路との関連をしっか
り検討したうえで提出する。

高校生活の立ち上が
り状況や、初めての
成績通知をふまえた
学習面の課題につい
て共有する。

学年・クラスの１年間
の指導方針について
説明される。学校の
雰囲気に触れておくこ
とにも意味がある。

学校行事の案内やクラ
ス対抗レクリエーショ
ン、勉強の仕方レクチ
ャーなどが実施される。
学校・クラスへの帰属
意識や学校生活への
意欲を高める。

生徒同士で対話したりグ
ループワークを行ったりす
る、アクティブラーニング
型の授業が増えている。

個人の性格や興味・志向を基に向
いている学問や職業適性を診断す
る、外部テストを実施する学校は多
い。結果が出たあと、適性があると
診断された学問や仕事の中身につ
いて調べたり、自分の希望とすり合
わせたりすることが大切。

１学期を終え、生活リズムや
体づくりが整う時期。子ども
が自分で考え判断して行動す
るよう、少しずつ手放しを。

夏休みを中心に多くの大学・専門学
校でオープンキャンパスや高校生向
け公開講座が開催されるので、各自
で興味のあるイベントに参加する。
学校によっては、参加数目標を設定
したり、参加レポートを夏休みの課題
にすることで、参加を奨励している。

夕食・勉強開始・就寝の時間を一定
にする「３点固定」を心掛けると、帰
宅後の生活リズムを整えやすくなりま
す。夕食時間については保護者の協
力も必要でしょう。

生活リズムづくりに協力

最新の入試動向や、３年間の進路決定ま
での流れなどについて情報提供される。

1年生保護者に合わせた内容が組まれるの
でなるべく参加を。変化の激しい大学入
試について、最新情報を仕入れておきた
いところ。

保護者会はなるべく参加

自ら発信することが求められ
るため、従来の座学型授業
以上に主体的に学ぶ姿勢、
深く考える力が養われる。

中学時代よりも活動内容
が生徒中心に。上級生が
練習メニューやスケジュー
ルを組む部活も多い。

チーム全体のため自分たちで
考え工夫し後輩に働きかける
先輩たちの姿から、主体性、
判断力、表現力を学ぶ。

生徒の実行委員を中心として企
画・運営。クラスや部活動のチ
ームで力を合わせ、出し物を製作
したり、競技に取り組んだりする。
春に開催し、早い段階での仲間
づくりに役立てる学校も。

初の大型行事。意見がま
とまらない、方法が見つか
らないなどさまざまな壁を
仲間と共に乗り越えていく
経験で、協働性、思考力、
判断力が養われる。

初めてのテストの難易度や結果にショ
ックを受ける子どもは少なくありませ
ん。似た学力の生徒の集まりのため、
中学時代と異なる成績順位は当然。
本人が前向きになれるような声かけを。

初めての定期テスト後は
前向きな声かけを
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卒
業
後
の
進
路
の
話
は
遠
い
先
の
こ
と

に
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
進

路
は「
３
年
生
に
な
っ
て
決
め
る
」の
で

は
な
く
「
３
年
か
か
っ
て
決
め
る
」
も
の
。

多
く
の
高
校
で
は
、
春
か
ら
適
性
診
断

や
仕
事
・
学
問
調
べ
な
ど
を
通
じ
て
進

路
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
秋
に
は
文
理

選
択
の
最
終
調
査
を
行
い
ま
す
。
文
系

に
進
む
と
理
系
学
部
受
験
に
必
要
な

科
目
が
履
修
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
な

ど
、
文
理
選
択
は
後
戻
り
が
難
し
い
大

事
な
分
岐
点
で
す
。
保
護
者
も
子
ど

も
の
考
え
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
て
早
く
も
大
き
な
選
択
を

迫
ら
れ
ま
す
が
、
職
業
や
学
問
に
関
す

る
高
校
１
年
生
の
知
識
は
豊
富
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
資
格
系
の
職
業
を
目
標
に

あ
げ
る
子
ど
も
の
な
か
に
は
、
就
職
の

有
利
さ
な
ど
で
短
絡
的
に
考
え
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

「
１
年
生
は
進
路
を
絞
り
込
む
よ
り
、

可
能
性
を
広
げ
た
い
時
期
。
子
ど
も
の

興
味
の
周
辺
に
あ
る
多
様
な
仕
事
に
つ

い
て
家
庭
で
話
す
な
ど
、
子
ど
も
の
視

野
を
広
げ
る
よ
う
意
識
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
」（
同
）

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
る「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
学
校

か
ら
提
供
さ
れ
る
大
学
入
試
情
報
な
ど

に
、
保
護
者
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お

く
と
安
心
で
す
。

次年度の文理コースや履
修科目について最終的な
選択を行う。あとからの文
理変更は実質困難な場合
が多く、入試でも不利にな
るため、しっかり考えたうえ
で提出する。

多様な大人から直接、職に
就くまでの道のりや仕事のや
りがいなどを聞く。高校生活
にしか目が向いていなかった
子どもも、視野が広がったり、
働くとはどういうことかを考えた
りするきっかけになる。

１年秋は学力が大きく動
く時期。高校生活に慣
れてきたところで、しっか
りした学習習慣・生活
習慣が身に付けられた子
どもは、成績が伸びや
すい。

1年生から数回実施され
ることも。自分の得意・
不得意分野を把握する。

書類には保護者の確認・捺印が必要。

選択の理由を確認したうえで捺印を。
子どもの考えに対し保護者として意見
を言うのは悪いことではありませんが、
あくまで子ども自身に選択の主導権が
あるということを忘れず、価値観を押し
付けることのないよう注意しましょう。

子どもの考えを聞く

身近な社会人として、仕事の経験や社
会の動きなどについて積極的に話すこと
で、子どもの視野を広げることができま
す。学校での社会人講演会などの実施
を機に、「どんな話だった？」「どう感じ
た？」などと話題にするのも効果的です。

仕事や社会について
話す

※学校行事はモデルケースです。

程良い距離感で、
子どもの主体的な選択・行動を後押し

自立に向けて大きく成長する高校時代。保護者
も親子コミュニケーションを見直す時期と言えます。
保護者へのアンケート結果からは、さまざまな関わ
り方で子どもの主体的な選択・行動を後押し、自
立を促している様子が浮き彫りになりました。

「たとえ失敗しても、挑戦したり、やりきったりしたことを褒
める」（山梨県）

「まずは自分で考え、行動させる。助けを求めてから手を
貸す」（青森県）

「本人がやりたいと思ったことは、やらせるようにしてい
る。いろいろな場所へ連れていき、知らない世界がたくさ
んあることを伝えるようにしている」（石川県）

出典：一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会×株式会社リ
クルートマーケティングパートナーズ合同調査「高校生と保護
者の進路に関する意識調査2019」
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進路についての話題が
メイン。どんな方向性を
考えているか、そのため
にどんな準備をしていくと
よいか話し合う。

学年・クラスの１年間
の指導方針について
の説明があり、進路
に関する情報提供も
行われる。

このころが高校３
年間の折り返し地
点。気を引き締め
直す機会とする。 受験時に志望校を

記入するようになる。
学校について調べた
り考えたりするきっか
けになる。

3年生が引退し、２年生を
中心とした体制へ。下級
生にも心を配り、部を引っ
張っていく立場になる。

進路決定に向けて
どう学習を進めるか
や、学部・学科の
選び方などについ
て指導される。

高校生活後半に突入し、学校行事や
部活動に打ち込みながらも、進路選択
や受験勉強への意識を強めていく時期
です。メリハリをつけて生活できるよう、
時に声かけしていきましょう。

夏休みを中心に多くの大学や専門
学校でオープンキャンパスや高校生
向け体験講座が開催されるので、
各自で申し込んで参加する。３年生
は受験勉強で忙しくなるので、２年
生が参加のピーク。 保護者と一緒
に参加する人も多い。定員制で事
前予約が必要な場合もあるので、
早めのチェックが必要。

授業公開や文化祭・体育祭、部活
動の試合や発表会などは、積極的に
見に行くのがオススメ。家庭では見ら
れない子どものがんばりが見られ、成
長を実感できるでしょう。

子どものがんばりは
積極的に見学

夏休みは地域ボランティア、企画アイデ
アコンテスト、短期留学、サマーキャン
プなど、学校の枠を超えて活動するチャ
ンス。本人の興味関心や進路の方向
性に基づく幅広い経験を促しましょう。

勉強と部活以外の
活動も後押し

保護者の時代から様変わりしている入試の
状況について解説される。

最近の入試の傾向についてある程度知っ
ておくと、子どもとの進路の会話がスムー
ズになるでしょう。ただし、保護者主導で
情報収集したり判断したりするのは避け、
子どもの考え・行動を見守りたいものです。

入試の基礎知識をもつ

授業中に自ら発信することも
多いため、従来の座学型授
業以上に主体的に学ぶ姿勢、
深く考える力が養われる。

進路に関連する探究学習を数カ
月かけて行う学校も。例えば、各自
でテーマを設定して大学や企業、
地域に出て情報収集し、ポスター・
レポートにまとめて発表するなど。

自ら設定したテーマを深めていく過程
で主体性や思考力が養われ、情報
を整理して表現する力も育まれる。

リーダーシップを発揮し、困
難な場面も仲間と乗り越える
経験を積むことで、技術力以
外にも多様な力が育まれる。

大学教員を招いて
模擬授業を実施する
学校も。大学の学
問・研究の面白さや
奥深さを体験する。

1年生での成功・失敗経験
を基に、さらにレベルアップ
した内容を目指して取り組
む。春に開催し、クラスづ
くりに役立てる学校もある。

クラスや部などのチームで力を
合わせ、想定外の事態にも対
処するなかで、協働する力や
思考力、判断力が鍛えられる。

　

２
年
生
は
中
だ
る
み
の
学
年
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
最
も

大
き
く
成
長
で
き
る
１
年
間
で
す
。

文
化
祭
や
体
育
祭
で
は
、
１
年
生
の
と

き
の
成
功
・
失
敗
経
験
を
生
か
し
て
盛

り
上
げ
に
貢
献
。
修
学
旅
行
で
は
生

徒
が
企
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
り
、
部

活
動
で
は
３
年
生
引
退
後
に
後
輩
を
リ

ー
ド
し
て
いっ
た
り
と
、
活
躍
の
場
が
多

く
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
生
徒
主
体
の
活
動
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
は
思
考
力
や
判
断
力
、

協
働
す
る
力
な
ど
を
育
む
他
、「
何
か
に

一
生
懸
命
取
り
組
む
楽
し
さ
」
を
体
感

す
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
楽
し
さ
に
目
覚

め
た
子
ど
も
は
、
大
き
く
変
化
す
る
と

言
い
ま
す
。

 

「
何
事
に
も
受
け
身
だ
っ
た
生
徒
が
、

１
つ
の
行
事
で
大
き
な
充
実
感
を
も
っ

た
経
験
か
ら
、
そ
の
後
の
学
校
行
事
や

部
活
動
、
勉
強
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

に
能
動
的
な
姿
勢
で
臨
む
よ
う
に
な
る

こ
と
も
。
行
事
の
実
行
委
員
や
係
な

ど
の
役
割
は
、
そ
ん
な
変
化
の
き
っ
か

け
を
つ
か
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
」

（
堀
先
生
）

　

ま
た
、
高
校
生
対
象
の
コ
ン
テ
ス
ト

一
生
懸
命
や
る
楽
し
さ
を
知
る
と

勉
強
に
対
し
て
も
前
向
き
に

文理分かれての授業とな
り、より深い学びに取り組
む。生徒同士での対話や
グループワークを行うアク
ティブラーニング型の授業
では、より積極的な姿勢
が求められる。
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単なる思い出旅行ではなく、事
前・事後学習を含めた体験的な
学びの機会。内容は、研究所
や企業の職場訪問、住民の体
験を聞く平和学習などさまざま。

書類には保護者の確認・捺印が必要。

受験と科目選択との関係は複雑。子
どもが迷っていたり、安易に考えてい
たりする場合は、本人が学校で先生に
相談してみるよう促すのも手です。

先生への相談を促す

体験を通じて生きた知識を身に付け
る他、旅先の暮らしや課題に目を向
けることで多様性の理解を深めるな
どの効果も期待できる。

進路分野や志望校によ
っては、必ず履修してお
かなくてはならない科目
がある。目標に応じて
必要な科目を選択する。

現時点の志望校について志望理
由を書いてみる進路学習。自分の
思いを文章にすることで、目標達
成への意欲を高めるのがねらい。

進路が決まった先輩たち
から、合格への道のりや
アドバイスなどを聞く。生
の体験談を聞くことで刺
激を受ける生徒は多い。

入試でも課されること
が多い小論文。対策
に時間がかかるので、
２年生からスタートする
学校は多い。

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
校
外
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
主
体
性
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
、
興
味
関

心
を
広
げ
る
生
徒
も
。
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
よ
う
、
ぜ

ひ
家
庭
で
も
後
押
し
し
た
い
で
す
ね
。

　

２
年
生
の
10
月
ご
ろ
は
、
高
校
生
活

の
折
り
返
し
地
点
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ

ろ
の
実
施
が
多
い
修
学
旅
行
が
終
わ
る

と
、
一
気
に
受
験
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま

す
。
さ
ら
に
、「
３
年
生
０
学
期
」
と
言

わ
れ
る
３
学
期
に
な
る
と
、
先
輩
た
ち

が
次
々
と
進
路
を
決
定
し
て
い
く
姿
を

横
目
に
、
受
験
勉
強
を
始
め
る
２
年
生

が
増
え
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
志
望
理
由
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
進
路
に
対
す
る

自
分
の
気
持
ち
を
確
認
す
る
時
間
を

設
け
る
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
進
路
決
定
と
い
う
き
れ
い
な『
花
』

を
咲
か
せ
る
た
め
に
は
、
勉
強
を
が
ん

ば
っ
て『
枝
』を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
何

の
た
め
の
勉
強
か
と
い
う
目
的
意
識
を

し
っ
か
り
も
っ
て『
根
』
を
張
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
家
庭
に
お
い
て
も
、
今
や

る
べ
き
勉
強
の
話
だ
け
で
な
く
、『
何
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
』『
ど
う
い
う
人

生
を
送
り
た
い
か
』と
いっ
た
長
期
的
な

将
来
の
話
が
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
」

（
同
）

受
験
対
策
が
始
ま
る
と
き
こ
そ　

目
的
意
識
を
再
確
認

※学校行事はモデルケースです。

試験当日に受験生と同じ問
題に挑戦する模試。志望
校合格への現在の到達点
を確認し、今後の学習計画
を見通す。

思い通りにいかない経験も力とし
学校外の活動にも挑戦

苦労を経て得た達成感から
自分に自信がもてるように

　意識の高い意欲的な子が多く集まる高校に入
学し、当初は気後れして消極的に。それが悔しく
て、一皮むけたくて、思い切って生徒会長に立
候補しました。結果は落選でしたが、自分が積
極的に行動することで周囲にも良い影響があるの
だと肌で感じることができました。
　その後も、学校の探究活動や部活の他、学
校外の活動にも自ら飛び込んでいきました。東北
の南三陸に、一人でボランティアに出掛けたこと
も。いろんな人と出会い、たくさん話をし、世界
の広さを知りました。高校のさまざまな経験を糧に、
今できることを精一杯やっていきたいと思います。

　高校では商業部に所属し、部活動に力を入れ
ていました。特に印象に残っているのが、「商い
甲子園」大会への出場です。大会では、商品の
仕入れから値入れ、店舗レイアウト、販売まです
べて自分たちで行います。私は２・３年次にリー
ダーを務め、苦労もありましたが、みんなで成し遂
げた達成感はとても大きなものでした。
　実は私、高校に入るまでは自分に自信がなく、
「リーダーの器じゃない」と決めつけていました。し
かし、部活の経験から「自分にもできる」と思える
ように。今、進学先の学校でも率先してリーダー
役を買って出ています。主体的に物事に取り組
むことで成長できた自分の経験を基に、他の人
の背中を押せる存在になりたいと思っています。

法政大学 現代福祉学部 
福祉コミュニティ学科２年
（島根県立隠岐島前高校卒業）

真野拓哉さん

高知リハビリテーション学院
言語療法学科２年
（高知県立須崎高校卒業）

鍋島 歩さん
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大学入学共通テスト
出願は高校で取りま
とめて行う。出願書
類には受験科目の記
入が必要なため、こ
の時までに志望校受
験に必要な科目を調
べておく必要がある。

３年生になると模試
の受験回数が増加。
マークシート式、記
述式、大学・分野
特化型などさまざまな
種類の模試があるの
で、志望に合わせて
計画的に受験する。

１・２年の学習を
土台に、まずは
基礎基本の定着
に注力し、秋から
の応用力養成に
つなげる。

第一志望合格のため
の学習到達ラインを
確認し、夏休みの学
習戦略を立てる。

総合型選抜は受験時期
が早く、提出書類作成
に時間がかかるため、
希望者は春から準備を
始める。将来の目標や
進学後に学びたいこと
を明確にしておくことが
大切。

部活動引退後は、放課後時間の使
い方が変わります。保護者は夕飯の
時間を見直すなど、新しい生活リズ
ムづくりに協力を。

生活切り替えサポート

入試スケジュールや家庭でのサ
ポート方法、奨学金などについ
て説明がある。

具体的な志望校、受験対策について三
者で確認。

早めに進学費用を見積もり、
子どもの希望とすり合わせて
おきましょう。奨学金の利用
が必要な場合は、準備を始
める時期です。

進学費用の確認
夏休みの過ごし方に影響するので、目
標を下げるのではなく、目標に近づく
ための面談にしましょう。志望校のレ
ベルを下げたり受験科目を削ったりとい
った検討は、秋以降で間に合います。

「目標に近づくため」の
面談にする

３年生は夏の大会後に引退と
いうケースが多い。これまで
の集大成として最後にひとが
んばりし、引退後は新しい生
活リズムに切り替える。

最後まで諦めずに取り組むこと
で、受験勉強に対する主体的な
姿勢にもつながる。

高校生活最後の大きな学校
行事。仲間と完全燃焼したと
いう達成感・満足感をもって、
受験勉強への集中につなげ
る。学校によっては春に開催
し、早期に受験対策に入る。

１～２年での経験を生かしてクラス
や部などのチームで取り組むこと
で、協働性や思考力、判断力の
成長が実感できる。

志望校に足を運び、来年
は自分がここで学んでいる
イメージをもつことで、モチ
ベーションアップに活かす。

【→参考p.63】
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併願校や受験スケジュール
の決定、大学入学共通テス
ト成功・失敗のシミュレーショ
ンなどについて相談。

一般選抜を受験する子どもは体力的・
精神的に最もきつくなる時期に突入し
ます。ひたすら勝利を信じて応援する
「サポーター」役に徹しましょう。

勝利を信じてサポート

　

最
高
学
年
で
あ
る
３
年
生
は
、
学

校
行
事
や
部
活
動
で
最
も
輝
け
る
学

年
で
す
。
子
ど
も
に
希
望
の
進
路
を
つ

か
ん
で
ほ
し
い
保
護
者
と
し
て
は
、「
早

く
受
験
勉
強
に
集
中
し
て
」と
急
か
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
校
行
事
や
部

活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
は
、

必
ず
し
も
進
路
実
現
の
邪
魔
で
は
な
い

よ
う
で
す
。

「
本
校
の
生
徒
に
は
、
学
園
祭
の
準
備

を
含
め
た
数
日
間
は
いっ
た
ん
勉
強
の
こ

と
は
忘
れ
て
完
全
燃
焼
し
よ
う
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
充
実
感
や

自
信
、
仲
間
が
い
る
心
強
さ
を
も
て
れ

ば
、
終
了
後
は
す
っ
ぱ
り
意
識
を
切
り

替
え
て
勉
強
に
集
中
で
き
る
か
ら
で
す
。

何
事
に
も
最
後
ま
で
手
を
抜
か
ず
や
り

き
る
子
ど
も
な
ら
、
受
験
勉
強
も
粘

り
強
く
が
ん
ば
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
」

（
堀
先
生
）

　

た
だ
し
、
放
課
後
の
過
ご
し
方
が
変

わ
る
部
活
動
引
退
後
は
、
生
活
面
に

多
少
の
目
配
り
も
必
要
。
燃
え
尽
き

て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
子
ど
も
に
は
、

う
ま
く
生
活
を
切
り
替
え
て
い
け
る
よ

う
声
か
け
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
進
学
費
用
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
出
番
で
す
。
子
ど
も
は
家
庭
の

経
済
状
態
に
つ
い
て
の
勝
手
な
思
い
込

み
か
ら
、
志
望
を
諦
め
て
し
ま
う
場
合

も
。「
こ
こ
ま
で
な
ら
出
せ
る
」
と
い
う

ラ
イ
ン
を
早
め
に
明
ら
か
に
し
て
お
き

た
い
で
す
ね
。

　
一
般
選
抜
の
受
験
生
に
と
っ
て
の
正
念

場
が
10
月
〜
11
月
ご
ろ
。
毎
週
の
よ
う

に
模
試
を
受
験
し
、
体
力
的
・
精
神
的

に
最
も
苦
し
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

 

「『
こ
の
判
定
で
大
丈
夫
な
の
』『
ち
ゃ
ん

と
勉
強
し
て
い
る
の
』な
ど
の
言
葉
は
不

安
や
焦
り
を
煽
る
だ
け
。
た
と
え
偏
差

値
や
合
否
判
定
が
厳
し
く
て
も
、
保
護

者
は『
勝
利
を
信
じ
て
ひ
た
す
ら
応
援

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
』
役
に
徹
し
て
、『
大

丈
夫
！
』と
思
い
切
り
励
ま
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
を
乗
り
き
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
も
う
や
る

し
か
な
い
と
覚
悟
を
決
め
て
ラ
ス
ト
ス
パ

ー
ト
に
か
か
れ
る
も
の
で
す
」（
同
）

　

こ
う
し
て
自
分
自
身
で
選
ん
だ
進
路

へ
と
一
歩
を
踏
み
出
す
子
ど
も
た
ち
。

高
校
時
代
、
保
護
者
に
見
守
ら
れ
て
き

た
と
い
う
思
い
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
自

分
の
足
で
歩
ん
で
い
く
子
ど
も
の
力
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

行
事
や
部
活
に
完
全
燃
焼
後

切
り
替
え
て
受
験
態
勢
に

受
験
直
前
は
精
神
面
が
大
事

前
向
き
な
言
葉
か
け
を

学校の自習室や個別
相談をうまく利用して、
最後まで諦めない姿
勢を保つ。

模試の結果などをふまえて、
併願校を含めた受験スケジ
ュールを立て始める。

３年秋は模試が続く、
いわゆる「模試銀座」。
焦りやストレスがピーク
となる時期だが、それに
うまく対処するなかで進
路実現に向けた「覚
悟」が決まっていく。

現役生は最後の模試
の後にグンと伸びること
もある。この時点での
判定結果で諦めたり油
断したりしない強い気持
ちが求められる。

３月初旬に開催する学校が
多い。国立大学後期日程
をはじめ入試は３月に入って
も続いているため、進路が
決まる前に卒業を迎える子
どもも少なくない。

※学校行事はモデルケースです。入試スケジュールは目安なので詳細は各大学・専門学校の発表をご確認ください。
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